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写真 11　現代 GP 推進フォーラム
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別授業での企画を支援していく必要もある。
（４）地域ニーズ収集方法の再検討
地域ニーズには、学部の研究振興グループに届くも
のと教員個人のネットワーク上で浮かび上がるものの
２種類がある。研究振興グループに届いたものは学部
が把握した公式ニーズであるが、具体的な情報が即座
には教員に届かず連携達成率が悪い。また教員個人に
届くニーズは、教員一人または教員間でやりとりされ
る場合が多く、大学側が把握しない個人活動で終わる
可能性も高い。大学側と教員側に届く情報の一局化と
公開システムの整備が今後の課題といえる。
（５）コンセント委員会の充実
学生の本事業に対する自発的な参加をさらに促す必
要がある。コンセント委員会に学生委員の導入を進め
るなど、本事業への学生ニーズを把握する方策を検討
することが必要である。
４．平成20年度以降の活動に向けて
平成20年度は、平成19年度の合意形成段階を経て、
最終年度（平成21年度）の全体的な成果につながる実
施中心年度として位置づけられる。現在、大学と地域
のニーズを結びつけたコラボ授業の運営を核とした取
組が展開されている。コラボ授業には多くの申請があ
り、コンセント委員会では平成20年３月末までに54
件の申請のうち47件を認定し、４月以降新たに６件を
追加認定した。それにあわせて、GPブースや可視化展
示など授業を支援する環境整備を進め、学内に設置し
た３台の大型モニターでは、コラボ授業の風景や学外
実習、フィールドワークの様子を日々映し出している。
今後は、逐次授業の内容をwebやニュースレターで
公開し情報公開を促すとともに、学内向けSNSを構築
し、コラボ授業単位のコミュニティを活用することで、
学生、地域の連携者間のコミュニケーションの活性化
を図っていく。
さらに、前章で課題として挙げた問題の解決を含め、
多様なコラボ授業が効果的に運営されるよう、コンセ
ント委員会の推進体制を継続強化しながら本事業を進
める。すでに学生の著作権の取り扱いに関するガイド
ラインをまとめ、学生に周知する準備が整っている他、
コラボ授業の効果を探る学生向けアンケート内容の検
討と予備調査、大型モニターの効果的な運用方法の検
討等を進めている。
今後、地域ニーズと授業計画とをうまくマッチング
させ、高岡市開町400年にあわせた「コンセント＆プ
ラグ展」などの開催に繋げていく予定である。
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